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原
子
力
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
は
、
今
後
も
原
子
力
発
電
を
推
進
す
る
こ
と
と
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
方
針
と

な
っ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
、
そ
し
て
低
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
、
原
子
力
の
必
要
性
は
、
安
全
確
保
を
第
一
に
、

不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
内
閣
が
発
足
す
る
都
度
、
青
森
県
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
に
青
森
県

を
し
な
い
、
と
確
認
し
て
き
た
。
青
森
県
六
ヶ
所
村
で
、
三
十
年
〜
五
十
年
間
の
一
時
貯
蔵
を
し
、
そ
の
後
、
県
外
の
最
終
処

分
地
に
移
送
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
課
題
の
対
策
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
、
「
原
子
力
利
用
に
つ
い
て
着
実
に
取
り
組
む
」
と
記
し
、
国
民
に
約
束
し
て
い
る
。

社
会
民
主
党
青
森
県
連
は
、
去
る
十
一
月
二
十
一
日
、
来
夏
の
参
議
院
選
青
森
選
挙
区
に
候
補
者
を
擁
立
す
る
方
針
を
示
し

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
問
題
な
ど
で
民
主
党
と
一
致
で
き
な
い
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
」
と
し
て
い

る
。
社
民
党
と
連
立
内
閣
を
組
ん
で
い
る
鳩
山
内
閣
は
、
こ
の
社
民
党
の
考
え
と
動
き
に
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、

原
子
力
政
策
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

二

政
府
与
党
の
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
で
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
地
下
に
埋
め
て
処
分
す
る
た
め
の
研
究
予

一



算
「
概
算
要
求
八
十
三
億
円
」
に
つ
い
て
、
来
年
度
の
計
上
を
見
送
り
再
検
討
す
る
よ
う
決
め
た
。
原
子
力
政
策
の
出
口
に

つ
い
て
鳩
山
内
閣
と
し
て
責
任
を
放
棄
す
る
の
か
。
ま
た
青
森
県
に
お
い
て
、
県
民
に
説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

新
し
い
内
閣
の
都
度
、
確
認
し
な
く
と
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
し
て
は
、
国
策
の
観
点
か
ら
も
、
未
来
に
国
が
責
任

を
持
つ
と
明
確
に
、
社
民
党
も
内
閣
に
加
わ
っ
て
い
る
鳩
山
内
閣
で
「
青
森
県
を
最
終
処
分
地
に
し
な
い
」
旨
を
閣
議
決
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

四

政
府
与
党
の
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
で
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
、
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振

振
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
地
域
振
興
支
援
に
つ
い
て
「
見
直
し
」
と
し
た
。
国
策
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関

し
、
原
子
力
施
設
を
有
す
る
地
域
や
自
治
体
は
、
「
見
直
し
」
と
は
削
減
と
い
う
こ
と
な
の
か
ど
う
か
、
不
透
明
で
、
困
惑

し
て
い
る
。

こ
の
不
安
に
対
し
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


